
一部改正一部改正

　

平
成
26
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
５
日
か
ら
17
日
ま
で
の
13
日
間
の
会
期
で
行
い
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
議
案
７
件
、
報
告
３
件
、
同
意
３
件
、
発
議
２
件
、
発
委
１
件
が
提
案
さ
れ
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

振
興
公
社
の

経
営
状
況
報
告

２
月
の
大
雪
の
影
響
は
微
少

　

㈱
吉
岡
町
振
興
公
社
の
経
営

す
る
リ
バ
ー
ト
ピ
ア
吉
岡
の
年

間
入
館
者
数
は
、
33
万
１
８
３

１
人
で
前
年
よ
り
２
０
９
９
人

減
、
緑
地
運
動
公
園
は
３
万
３

７
４
５
人
で
前
年
よ
り
２
３
５

１
人
の
減
で
し
た
。

　

主
な
原
因
は
、
26
年
２
月
の

大
雪
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
一

般
管
理
費
の
２
０
９
万
円
な
ど

の
減
少
に
よ
り
当
期
純
利
益
は

３
６
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

繰
越
損
失
は
１
９
０
万
円
で
す
。

【　

質　

疑　

】

入
館
料
の
上
限
を
６
０

０
円
に
し
た
い
と
い
う

根
拠
と
な
る
数
字
を
、
26
年
度

の
予
算
書
に
勘
案
し
て
載
せ
た

の
か
。
８
月
１
日
よ
り
改
定
が

あ
る
な
ら
ば
、
掲
示
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
。

料
金
改
定
は
承
認

が
必
要
で
あ
り
、

25
年
度
の
状
況
を
ベ
ー
ス

に
計
算
し
た
。
期
間
を
も

う
け
て
周
知
す
る
。

25
年
度
温
泉
館
内

の
事
故
は
58
件

あ
っ
た
が
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
数

と
使
い
方
の
指
導
は
な
さ

れ
て
い
る
か
。

１
ヵ
所
設
置
し
て

あ
る
。

１
日
券
と
２
時
間

券
の
館
内
利
用
者

の
人
数
は
。

昨
年
度
の
１
日
券

は
１
６
７
０
人
、

時
間
券
は
、
14
万
２
３
０

０
人
。

ケ
イ
マ
ン
ゴ
ル
フ

場
の
利
用
者
が

一部改正一部改正

イベントに集う

費などの高騰ならびに
に対応するため）

問

問問 答答答問
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温泉条例温泉条例

温
泉
条
例

一
部
改
正

土
地
開
発
公
社
の

経
営
状
況
報
告

よ
し
お
か
温
泉
リ
バ
ー
ト
ピ
ア
吉
岡
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

繰
越
準
備
金
は
２
４
６
３
万
円

温泉条例温泉条例

　

電
気
料
金
お
よ
び
燃
料
費
な

ど
の
高
騰
な
ら
び
に
消
費
税
率

の
引
き
上
げ
に
対
応
す
る
た
め
、

入
館
料
の
上
限
を
６
０
０
円
、

子
ど
も
お
よ
び
身
体
障
害
者
４

０
０
円
と
改
定
す
る
条
例
改
正

で
す
。

　

25
年
度
に
お
け
る
吉
岡
町
土

地
開
発
公
社
の
事
業
と
し
て
は
、

公
有
地
取
得
事
業
の
用
地
取
得

お
よ
び
用
地
売
却
は
行
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

反
対
討
論

金
谷
重
男　

議
員

　

無
料
招
待
券
や
緑
地
運
動
公

園
管
理
費
な
ど
合
わ
せ
る
と
年

間
４
千
万
円
以
上
の
税
金
を
つ

ぎ
込
ん
で
黒
字
化
を
図
っ
て
き

た
。
経
営
改
善
の
方
向
性
を
示

し
た
後
に
、
料
金
改
定
を
考
え

る
べ
き
で
反
対
で
す
。

小
池
春
雄　

議
員

　

リ
バ
ー
ト
ピ
ア
吉
岡
は
、
当

初
福
祉
目
的
で
あ
っ
た
は
ず
。

値
上
げ
は
、
福
祉
か
経
営
か
議

論
が
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
の
で

反
対
で
す
。

平
形　

薫　

議
員

　

入
館
料
の
値
上
げ
理
由
に
妥

当
性
は
な
く
、
現
行
の
入
館
料

の
範
囲
で
料
金
を
改
定
で
き
る

　

25
年
度
決
算
は
、
収
入
３
万

円
、
支
出
54
万
円
と
な
り
、
差

引
き
52
万
円
の
損
失
を
計
上
し
、

繰
越
準
備
金
は
２
４
６
３
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

【　

質　

疑　

】

土
地
開
発
公
社
を
解
散

し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
が
、
議
論
さ
れ
た
か
。

35
市
町
村
の
う
ち
19
市

町
村
に
公
社
が
あ
る
。

（電気料金および燃料
消費税率の引き上げ

第２回
定例会

の
で
反
対
で
す
。

賛
成
討
論

栗
田
俊
彦　

議
員

　

申
請
理
由
は
理
解
で
き
、
近

隣
の
温
泉
と
比
較
し
て
も
特
段

に
高
い
と
は
思
え
な
い
の
で
賛

成
で
す
。

＝
賛
成
11
・
反
対
４
で
可
決
＝

吉
岡
町
土
地
開
発
公
社
で
は
、

塩
漬
け
の
土
地
は
な
い
。

　

ま
た
、
土
地
を
先
行
取
得
す

る
た
め
に
、
設
置
し
て
お
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

答 問

減
っ
て
い
る
が
、
対
策
は
あ
る

の
か
。

金
額
的
に
は
率
が
良
い

が
、
客
も
ゴ
ル
フ
ボ
ー

ル
の
在
庫
も
少
な
く
な
っ
て
い

る
。
検
討
し
て
い
く
。

多
額
の
助
成
を
福
祉
と

経
営
の
面
で
、
ど
の
よ

う
に
と
ら
え
て
い
る
か
。

町
民
無
料
招
待
券
は
福

祉
と
と
ら
え
て
い
る
。

経
営
は
公
社
の
独
自
性
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

問

答

答
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歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
２

５
９
５
万
円
を
追
加
し
て
、
総

額
66
億
４
５
９
５
万
円
と
し
ま

し
た
。

　

歳
入
の
主
な
補
正
は
、
国
庫

補
助
金
２
６
７
８
万
円
、
県
補

助
金
２
億
３
１
０
９
万
円
、
財

政
調
整
基
金
繰
入
金
６
２
１
３

万
円
な
ど
で
す
。

　

歳
出
で
は
、
私
立
保
育
所
施

設
整
備
補
助
金
１
３
５
３
万

円
、
雪
害
を
受
け
た
農
業
者
の

支
援
事
業
補
助
金
２
億
６
９
４

４
万
円
、
道
路
新
設
改
良
費
１

７
７
０
万
円
、
社
会
体
育
館
改

修
工
事
設
計
業
務
委
託
料
８
０

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
８
６

万
円
を
追
加
し
て
、
総
額
66
億

５
３
８
１
万
円
と
し
ま
し
た
。

３
億
２
５
９
５
万
円
の
追
加
補
正

７
月
の
県
議
会
議
員
補
欠
選
挙
費
の
追
加
補
正

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

０
万
円
が
主
な
追
加
で
す
。
ま

た
、
債
務
負
担
行
為
補
正
と
し

て
、
南
下
城
山
防
災
公
園
用
地

取
得
事
業
に
係
る
土
地
開
発
公

社
の
借
入
金
に
対
す
る
債
務
保

証
と
、
27
年
度
以
降
の
買
い
戻

し
分
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

反
対
討
論

金
谷
重
男　

議
員

　

町
長
の
任
期
最
終
年
に
防
災

公
園
の
用
地
取
得
費
が
計
上
さ

れ
ず
、
土
地
開
発
公
社
を
経
由

し
、
１
億
８
千
万
円
ほ
ど
の
用

地
取
得
費
が
27
・
28
年
度
に
支

払
わ
れ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

公
園
予
算
の
縮
少
を
求
め
、

反
対
で
す
。賛

成
討
論

栗
田
俊
彦　

議
員

　

歳
入
補
正
は
、
県
補
助
金
２

億
３
１
０
９
万
円
な
ど
で
、
歳

出
は
、
雪
害
を
受
け
た
農
業
者

の
支
援
事
業
補
助
金
２
億
６
９

４
４
万
円
が
主
な
追
加
で
す
。

ま
た
、
南
下
城
山
防
災
公
園
用

地
取
得
事
業
に
係
る
補
正
が
追

加
さ
れ
て
お
り
、
賛
成
で
す
。

＝
賛
成
14
・
反
対
１
で
可
決
＝

　

歳
入
の
主
な
補
正
は
、
県
委

託
金
６
７
５
万
円
で
す
。

　

歳
出
で
は
、
県
議
会
議
員
選

越明許費繰

平成25年度から平成26年度に繰り越す事業

挙
費
７
８
６
万
円
の
追
加
で
す
。

＝
全
会
一
致
で
可
決
＝

（万円未満は四捨五入）

事　　業　　名 翌年度繰越額

大雪被害見舞金（住宅等）支給事業 ２８６万円

大雪被害見舞金（農業者用）支給事業 ３９８万円

大雪被害見舞金（事業者用）支給事業 １００万円

子ども・子育て支援新制度に係る電子システム構築業務委託 ４０４万円

林道湯出入線改良工事 １６５万円

町道三宮・駒寄線道路改良工事 ４６１万円

町道中子６号線道路改良工事 ５５１万円

吉岡町都市計画マスタープラン改訂業務委託 ３１３万円

用途地域見直し業務委託 ４００万円

体育施設改修調査業務委託 １００万円

歳出予算の経費のうち、年度内に支出が終わらない見込みのあるもの
について、翌年度に限り予算を繰り越して使用すること。ミニ解説 繰越明許
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